
Flash 150 Flash 400

• システムはすべてPTFEとSUSによって
構成されており、防爆対応を必要とす
るキロラボやGMP設備に導入すること
を前提に設計されています。

• 窒素を駆動源としており、防爆対応で
ありながら低コストでの導入が可能な
システムです。

• パックされたカートリッジを使用する
ことでHPAPIの取り扱いが容易です。

• ラボ用システムIsoleraやSELEKTと
Sfärカラムから容易にスケールアップ
することが可能です。

• パックされたカートリッジを使用する
ためシリカゲルの暴露がなくHPAPIの
取り扱いに適しています。

• システムはSUSによって構成されてお
り、圧空や窒素を駆動源としており、
導入しやすい防爆対応システムです。

• Flash 150から容易にスケールアップ
することが可能で高い再現性を実現し
ます。

• UV検出器を防爆エリア外に設置、光
ファイバーケーブルにて接続します。

• 信号をWi-Fiで飛ばし防爆タブレットで
確認することができます。
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導入事例：協和ファーマケミカル株式会社

写真（左、中）：Flash150LをコアとしたHPAPI取り扱いに適合した精製システム。ドラフト内に収まりエンジニアリング会社
の設計でサンプル溶液が安全に処理される流路が確保されている。（右）使用しているプレパックされたカートリッジ

CDMO事業として医薬品原薬・中間体の受託研究から受託製造を行っており、
プロセスバリデーションや治験薬GMP製造等、豊富な成功体験を有する
・高薬理活性原薬の製造にスケールアップ用精製装置 Biotage® Flash 150を有効活用
・良好な分離再現性により、高品質原薬の安定生産を達成

対応ラボ機からの容易なスケールアップを実現（Flash 
150L）

データ詳細：協和ファーマケミカル株式会社様よりご提供
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